
本
稿
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
家
族
史
研
究
の
現
状
と
課
題
を
、
胃
『
一
〕
酉
昌

三
・
・
六
国
目
閏
ロ
．
一
・
合
２
３
〔
己
》
の
ざ
ご
負
号
室
負
ご
ミ
碕
恵
亀
受
ミ
ミ
ミ

ミ
ミ
‐
ご
ｇ
・
胃
一
員
二
四
．
乞
謁
．
を
も
と
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
分
野
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
研
究
は
他
国
に
遅
れ
て
い
た
が
、
八
○

年
代
以
降
に
目
覚
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
族
史

の
定
説
の
誤
り
を
指
摘
し
た
り
、
部
分
的
変
更
、
あ
る
い
は
枠
組
承
自
体
の

組
承
替
え
を
迫
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
家
族

史
の
潮
流
と
そ
の
成
果
を
欧
米
の
社
会
史
・
家
族
史
研
究
と
の
関
わ
り
の
中

で
整
理
し
、
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
の
有
効
性
と
限

界
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
の
展
望
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。

■
研
究
動
向

イ
タ
リ
ア
家
族
史
研
究
の
現
状
と
課
題

は
じ
め
に

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
家
族
史
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
六
○
年
代
初
め
に

起
き
た
歴
史
理
論
上
の
根
本
的
な
変
化
と
そ
れ
に
伴
っ
て
爆
発
的
に
起
こ
つ

（
１
入
）

た
家
族
史
研
究
に
影
響
を
受
け
る
形
で
発
展
し
た
。
万
人
の
歴
史
を
目
指
そ

う
と
し
た
新
し
い
歴
史
学
は
、
経
済
学
、
人
口
統
計
学
、
社
会
学
、
人
類
学

（
今
と
）

の
諸
理
論
を
援
用
し
、
個
点
人
の
生
活
を
歴
史
上
の
大
き
な
変
化
と
関
連
づ

（
ｑ
Ｊ
）

け
な
が
ら
、
大
衆
の
日
常
行
動
を
一
般
化
し
よ
う
と
し
た
。
大
衆
の
日
常
行

動
は
ほ
と
ん
ど
が
家
の
壁
の
内
側
で
家
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
た
め
、
家
族
史
研
究
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
六
○
年
代
の
半
ば
に
イ
タ
リ
ア
で
も
新
し
い

研
究
動
向
が
生
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
も
、
全
く
研
究
が
な
か
つ

（
刈
毯
）

た
わ
け
で
は
な
い
。
ご
く
例
外
的
な
歴
史
家
に
よ
る
研
究
や
人
口
統
計
学
者

（
兵
Ｊ
）

匡
急
口
潭
巴
に
よ
る
家
族
構
成
に
関
す
る
地
域
と
時
期
の
多
様
性
に
関
す

一
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
家
族
史

早
田
由
美
子
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る
研
究
の
他
、
法
制
史
家
に
よ
る
諸
研
究
が
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
一
五
～

（
Ｒ
Ｕ
）

一
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
家
族
関
係
に
関
す
る
弓
四
ョ
固
め
の
旨
の
著
作
（
ら
匡
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
婚
礼
や
嫁
資
、
夫
婦
の
財
産
関
係
に
関
す
る
重
要
な
研

（
庁
Ｉ
）

究
が
二
○
世
紀
初
頭
か
ら
積
承
重
ね
ら
れ
、
近
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
家
族
史

（
８
）

の
優
れ
た
総
括
も
出
さ
れ
て
い
る
。
法
制
史
家
に
よ
る
研
究
は
、
、
蚕
己
閉
め
国

の
提
言
に
従
っ
て
、
法
律
だ
け
で
は
な
く
「
家
族
の
年
代
誌
や
回
想
録
、
芸

術
作
品
、
法
制
上
・
思
想
上
・
宗
教
上
の
豊
富
な
文
献
」
に
目
配
り
し
て
大

（
ｎ
コ
）

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
蟹
田
８
９
（
乞
罵
）
ら
が
検
討
し
た
他
は
、

こ
の
二
五
年
間
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
二
五
年
間
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
家
族
史
研
究
の
再
興
に
は
、
大
き
く

分
け
て
以
下
の
五
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
貢
献
し
た
。
①
六
○
年
代
の
半
ば

（
、
）

か
ら
発
展
し
た
歴
史
人
口
学
の
グ
ル
ー
プ
。
新
旧
の
テ
ー
マ
ー
社
会
階
層
と

産
児
制
限
や
子
供
数
の
関
係
、
結
婚
年
齢
と
既
婚
率
の
変
化
、
再
婚
の
地
域

差
と
時
代
差
な
ど
ｌ
に
関
し
て
、
人
口
統
計
学
的
な
分
析
を
す
る
と
と
も
に
、

（
ｕ
）

過
去
の
家
族
生
活
の
様
点
な
面
に
関
し
て
も
光
を
当
て
た
。
七
○
年
代
の
半

ば
か
ら
は
、
家
族
構
造
の
研
究
や
結
婚
後
の
居
住
規
制
に
関
す
る
地
域
差
・

（
胆
）

時
代
差
・
階
層
差
の
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。
家
族
史
研
究
の
た
め
の
重
要
史

料
（
財
産
台
帳
、
土
地
台
帳
、
収
税
記
録
、
結
婚
・
誕
生
・
死
に
関
す
る
台

（
過
）

帳
な
ど
）
の
批
判
的
分
析
に
関
し
て
も
、
歴
史
人
口
学
者
や
経
済
史
家
や
社

（
皿
）
（
巧
）

会
史
家
が
貢
献
を
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
七
七
年
創
立
の
イ
タ
リ
ア
歴
史

人
口
学
協
会
を
前
身
と
す
る
イ
タ
リ
ア
歴
史
人
口
学
会
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ

た
。
こ
の
学
会
は
人
口
動
態
に
関
す
る
諸
会
議
を
主
催
し
た
他
、
家
族
史
に

関
す
る
二
つ
の
国
際
会
議
（
一
九
八
三
年
ト
リ
エ
ス
テ
、
一
九
八
七
年
バ
ル

（
妬
）

セ
ロ
ナ
）
の
開
催
に
寄
与
し
た
。
②
外
国
（
米
・
仏
・
独
）
の
歴
史
家
と
人

（
Ⅳ
）

類
学
者
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ッ
一
一
や
ト
ス
カ
ー
ナ
に
関
す
る
研
究

（
岨
）

が
中
心
だ
が
、
一
五
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
ナ
ポ
リ
王
国
や
一
八
、
九
世
紀

（
岨
）

の
ミ
ラ
ノ
を
扱
っ
た
も
の
も
あ
る
。
人
類
学
者
た
ち
は
、
一
八
、
九
世
紀
の

（
別
）

共
同
体
に
関
す
る
調
査
を
進
め
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
、
人
口
動
態
上
の

変
数
（
結
婚
年
齢
、
出
生
率
、
死
亡
率
）
や
家
族
構
造
だ
け
で
は
な
く
、
婚

礼
や
家
族
関
係
、
夫
婦
の
財
産
関
係
や
親
戚
関
係
に
も
注
目
し
た
。
③
女
性

の
歴
史
家
。
嫁
資
と
名
誉
、
未
婚
女
性
と
未
亡
人
の
状
況
、
召
使
、
夫
婦
・

（
虹
）

親
子
間
の
家
族
関
係
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
重
要
な
研
究
を
数
多
く
行
っ
た
。

④
『
歴
史
研
究
』
（
Ｃ
匡
農
①
三
印
８
１
ｓ
に
集
っ
た
経
済
史
と
社
会
史
の
小

（
犯
）

グ
ル
ー
プ
。
農
民
家
族
と
都
市
家
族
に
関
す
る
研
究
の
他
、
こ
の
学
術
誌
を

通
し
て
家
族
史
の
研
究
と
論
争
を
刺
激
し
、
促
進
し
た
。
⑤
社
会
学
者
。
欧

（
羽
）

米
で
刊
行
さ
れ
た
重
要
な
作
品
や
論
争
を
イ
タ
リ
ア
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

（
型
）

独
自
の
研
究
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
家
族
史
研
究
の
再
興
を
推
進
し
た
の
は
、
イ
タ

リ
ア
の
正
統
派
の
歴
史
家
で
は
な
く
、
他
の
学
問
分
野
の
研
究
者
（
人
口
統

計
学
者
、
人
類
学
者
、
社
会
学
者
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
家
な
ら
ば
、

他
国
の
歴
史
家
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
イ
タ
リ
ア
で
周
辺
的
な
地
位
に
い
る

研
究
者
（
社
会
史
家
ま
た
は
女
性
の
歴
史
家
）
で
あ
っ
た
。
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雷
吾
警
と
寿
円
目
①
『
は
、
欧
米
に
お
け
る
こ
こ
二
○
年
の
研
究
と
論
争

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
次
の
四
点
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア
家
族
史
研
究
を
位
置

付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
出
生
率
の
減
少
⑨
家
族
描
造
⑧
家
族
の
形
成

と
崩
壊
③
親
族
関
係
で
あ
る
。

伽
出
生
率
の
減
少

出
生
率
の
急
激
な
減
少
は
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
大
部
分
の
地
域
で
一
八
七
○
年

（
お
）

こ
ろ
始
ま
り
、
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
と
移
行
し
た
。
そ
の
説
明
と
し

て
提
起
さ
れ
た
人
口
動
態
変
化
に
関
す
る
理
論
に
よ
る
と
、
出
生
率
の
減
少

は
人
口
学
的
力
と
経
済
的
力
の
結
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
。
幼
児
死
亡
率
の
減

少
に
よ
り
子
ど
も
の
需
要
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
都
市
化
と
産
業
化
に
よ

り
生
産
の
単
位
と
し
て
の
家
庭
が
危
機
に
陥
り
、
個
人
主
義
が
進
み
、
家
庭

外
の
仕
事
に
よ
り
女
性
が
子
ど
も
を
生
承
育
て
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
な

六
○
年
代
の
終
わ
り
頃
、
こ
の
理
論
を
実
証
す
る
た
め
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
の
ｇ
巴
①
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
一
連
の
研
究
を
始
め
、
匡
量
雷
Ｃ
ｅ
も

（
”
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
タ
リ
ア
に
関
す
る
研
究
で
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
七
○
○
以
上
の
地
域
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
こ
の
理
論
の
有

効
性
は
確
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
国
で
は
出
生
率
の
低
下
は
死
亡
率
の

低
下
に
先
ん
じ
、
他
の
国
で
は
（
例
え
ば
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
、
産
業
化
と
都
市

（
妬
）

っ
た
と
い
う
。

二
、
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
家
族
史

（
妬
）

化
の
開
始
や
初
等
教
育
の
発
展
以
前
に
出
生
率
の
低
下
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

産
業
化
と
都
市
化
の
発
展
レ
。
ヘ
ル
が
同
じ
で
も
、
出
生
率
の
低
下
開
始
時
期

は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
一
方
で
、
ご
呂
里
と
く
昌
号
二
三
の

（
ご
雪
）
は
経
済
し
罰
ヘ
ル
は
異
な
る
が
同
種
の
文
化
を
も
つ
地
域
で
は
変
化

は
同
時
期
に
始
ま
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人
口
動
態
上

の
変
化
、
特
に
、
再
生
産
行
動
に
関
す
る
意
識
変
化
を
解
釈
す
る
際
、
イ
デ

（
詔
）

オ
ロ
ギ
ー
的
要
因
と
文
化
的
要
因
が
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
年
、
出
生
率
減
少
に
関
す
る
諸
理
論
を
実
証
す
る
た
め
に
、
個
人
し
。
ヘ

ル
の
デ
ー
タ
が
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ｇ
巴
⑦
ら
が
利
用

し
た
地
域
し
。
ヘ
ル
の
情
報
は
、
重
要
な
偏
差
を
隠
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ

（
羽
）

る
。
例
え
ば
、
｝
俗
『
厨
の
『
と
目
さ
彊
邑
と
冨
彦
『
８
言
（
乞
霞
）
は
、
一
八
六

一
年
か
ら
一
九
二
一
年
の
カ
サ
レ
ッ
キ
オ
に
関
し
て
社
会
階
層
間
の
重
要
な

相
違
を
発
見
し
た
。
小
作
人
は
他
の
階
層
が
産
児
制
限
を
始
め
た
数
十
年
後

（
羽
）

も
高
い
出
生
率
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
粋
冒
の
三
①
『
（
乞
霞
）
も
シ
チ

リ
ア
の
一
地
域
に
関
し
て
職
人
と
貧
農
間
の
相
違
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
は

（
釦
）

経
済
学
の
新
し
い
類
型
化
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②
家
族
構
造

家
族
構
造
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
族
史
研
究
の
論
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
（
証
）

中
に
は
未
婚
女
性
と
未
亡
人
が
生
活
し
た
家
庭
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
あ
る

が
、
中
心
的
な
論
点
は
複
合
家
族
、
す
な
わ
ち
、
多
核
家
族
（
二
組
以
上
の

夫
婦
か
ら
な
る
）
と
拡
大
家
族
（
一
組
の
夫
婦
と
一
人
以
上
の
同
居
の
親
族

か
ら
構
成
さ
れ
る
）
の
意
義
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
砿
言
再
と
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そ
の
共
同
研
究
者
の
研
究
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
臣
め
一
の
房
は
二
○
年
前
、

イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
広
範
な
研
究
成
果
を
基
に
、
過
去
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農

（
犯
）

民
は
複
合
家
族
が
主
流
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
は
神
話
に
過
ぎ
ず
、
核
家
族

化
が
産
業
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
も
誤
り
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
国
で
行
わ
れ
た
多
様
な
研
究
に
よ
っ
て
、
家
族
椛

造
は
匿
巴
の
耳
が
考
え
る
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
な
地
域
差
あ
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
最
初
の
立
場
を
修
正
し
、
「
北
欧
」
、
「
中
欧
」
、
「
地

中
海
」
、
「
東
欧
」
に
地
域
区
分
し
て
、
前
二
地
域
で
は
核
家
族
が
、
後
の
二

（
羽
）

地
域
で
は
多
核
家
族
や
拡
大
家
族
が
主
流
で
あ
る
と
示
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
事
例
は
こ
の
よ
う
な
一
般
化
を
確
認
す
る
上
で
も
、
家
族
梅

造
の
地
域
的
・
時
期
的
相
違
を
説
明
す
る
理
論
を
発
展
さ
せ
る
上
で
も
重
要

で
あ
る
。
中
北
伊
の
多
く
の
地
域
、
と
り
わ
け
折
半
小
作
制
度
の
地
域
、
よ

り
正
確
に
は
農
地
分
割
が
重
大
事
で
あ
っ
た
地
域
で
は
、
数
世
紀
に
渡
り
複

合
家
族
が
主
流
で
あ
り
、
一
八
、
九
世
紀
に
お
い
て
も
、
人
口
の
大
部
分
が

（
鈍
）

二
組
以
上
の
夫
婦
か
ら
な
る
家
族
で
生
活
し
て
い
た
。
ま
た
、
別
の
地
域
で

（
弱
）

も
経
済
的
要
因
か
ら
多
核
家
族
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
タ
リ

ア
の
全
地
域
で
複
合
家
族
が
主
流
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ロ
四
三
○
言

（
妬
）

（
乞
謁
）
に
よ
れ
ば
南
伊
で
は
核
家
族
が
主
流
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
イ
タ
リ
ア
と
同
様
イ
・
ヘ
リ
ア
半
島
で
も
南
部
で
核
家

（
師
）

族
が
、
北
部
で
複
合
家
族
が
多
か
っ
た
。
匡
め
○
二
ｌ
弓
。
言
四
目
（
乞
弓
）
に
よ

れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
部
、
ガ
リ
ッ
ィ
ア
や
ア
ス
ト
ゥ
リ
エ
な
ど
の
ス
。
へ
イ

ン
北
西
部
、
バ
ス
ク
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
カ
タ
ロ
’
一
ア
地
方
で
は
、
父
系
的
直
系

（
犯
）

家
族
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
研
究
は
こ
の
正
当
性
を
追
認
し
た
。
北

部
で
は
、
相
続
人
を
一
人
の
息
子
に
限
定
す
る
非
分
割
の
父
系
的
相
続
制
度

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
父
系
的
直
系
家
族
が
導
か
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
南

部
で
は
、
す
べ
て
の
子
（
少
な
く
と
も
息
子
）
が
相
続
権
を
有
す
る
遺
産
分

割
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
が
核
家
族
の
形
成
を
促
進
し
た
。
こ
れ
は
南
部
に
お

け
る
大
土
地
所
有
と
土
地
の
な
い
多
く
の
肉
体
労
働
者
の
存
在
で
も
説
明
で

（
羽
）

き
る
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
で
も
地
域
差
が
あ
っ
た
。
北
仏
で
は
、
分
割
相
続
、
結
婚
後
の

別
居
、
核
家
族
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
南
仏
で
は
、
遺
産
相
続
は
父

系
的
か
つ
非
分
割
で
あ
り
、
複
合
家
族
や
多
様
な
形
態
の
直
系
家
族
か
存
在

（
伽
）

し
て
い
た
。
中
仏
の
折
半
小
作
地
域
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
折
半
小
作
地
域
と

同
様
、
多
く
の
結
合
家
族
や
水
平
的
多
核
家
族
が
い
た
。
息
子
た
ち
は
結
婚

（
虹
）

後
実
家
に
妻
を
連
れ
て
来
た
た
め
、
家
族
数
は
直
系
家
族
よ
り
多
く
な
っ
た
。

中
部
イ
タ
リ
ア
で
多
か
っ
た
多
核
家
族
は
、
東
欧
の
多
核
家
族
と
し
ば
し

（
似
）

ぱ
比
較
さ
れ
て
来
た
。
Ｒ
ｇ
（
ら
舅
ら
震
ご
題
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
世

紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
農
奴
の
多
く
が
地
主
の
圧
力

を
主
た
る
要
因
と
し
て
多
核
家
族
を
形
成
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
小
作
人
と
同

様
、
結
婚
後
は
親
と
同
居
し
た
が
、
ず
っ
と
早
婚
で
あ
っ
た
。
自
呂
は
こ

れ
を
東
欧
家
族
の
典
型
と
し
た
が
、
実
際
に
は
こ
こ
で
も
地
域
差
が
あ
っ
た
。

（
“
）

型
異
ｇ
ｍ
（
ご
髭
）
に
よ
れ
ば
、
多
核
家
族
の
重
要
性
は
同
じ
地
域
で
も
共

（
“
）

同
体
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。
蚕
三
（
ご
雷
）
に
よ
れ
ば
、
エ
ス
ト
ニ
ア
南

部
敏
は
大
華
族
が
、
北
部
で
は
核
家
族
が
多
か
っ
た
。
シ
己
。
『
雷
と
共
同
研

（
妬
）

究
者
（
乞
麗
ゞ
ご
霊
）
に
よ
れ
ば
、
産
業
化
以
前
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
複

合
家
族
は
農
奴
に
典
型
的
、
核
家
族
は
農
業
労
働
者
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
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③
家
族
の
形
成
と
崩
壊

通
説
で
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
家
族
は
婚
姻

を
通
し
て
の
承
成
立
し
、
婚
姻
関
係
を
解
消
す
る
の
は
配
偶
者
の
死
だ
け
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、
家
族
の
形
成
と
解
消
は
他

の
形
態
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
で
は
、
少

な
く
と
も
最
貧
層
に
お
い
て
は
、
内
縁
の
状
況
や
事
実
上
の
共
同
生
活
が
し

（
妬
）

ぱ
し
ば
婚
姻
に
先
ん
じ
て
い
た
。
ま
た
、
離
婚
が
許
さ
れ
て
い
な
い
か
非
常

に
難
し
い
国
で
も
、
夫
婦
関
係
の
解
消
が
法
制
外
の
形
で
事
実
上
行
わ
れ
て

（
灯
）

い
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
研
究
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
手
薄
だ
が
、
家

族
形
成
の
別
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
結
婚
年
齢
と
結
婚
後
の
居
住
規
制
と
奉

公
制
度
と
の
関
係
に
関
し
て
重
要
な
貢
献
を
し
た
。

（
娼
）
（
調
）

言
冒
巴
（
乞
窃
》
乞
認
）
と
冨
巴
の
耳
（
ご
鴎
）
は
、
前
産
業
社
会
に
お

け
る
二
つ
の
家
族
形
成
シ
ス
テ
ム
を
指
摘
し
た
。
第
一
の
形
態
は
、
北
西
ヨ

ー
ロ
ッ
・
ハ
の
国
々
（
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
、
大
プ
リ
テ
ン
諸
国
、
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ド
地
方
、
北
仏
、
独
語
圏
の
国
を
）
に
典
型
で
、
三
つ
の
規
則
に

基
づ
い
て
い
た
。
①
男
女
と
も
晩
婚
で
あ
り
（
男
二
六
歳
以
後
、
女
二
三
歳

以
後
）
、
非
婚
率
も
高
い
（
約
一
○
’
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
②
結
婚
後
親
と

別
居
し
、
核
家
族
を
形
成
し
た
。
③
結
婚
前
に
他
家
で
数
年
奉
公
す
る
割
合

が
高
い
。
第
二
の
形
態
は
、
こ
れ
以
外
の
国
々
（
イ
タ
リ
ア
、
イ
零
ヘ
リ
ャ
半

れ
ら
の
史
料
と
イ
タ
リ
ア
の
研
究
は
、
実
際
は
匿
い
宮
言
の
地
域
区
分
よ
り

も
変
化
に
富
永
複
雑
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
新
し
い
枠
組
承
の
探
求
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

島
の
国
々
や
ア
ジ
ア
諸
国
）
に
典
型
的
で
あ
り
、
全
く
異
な
る
三
つ
の
規
則

に
基
づ
い
て
い
た
。
①
男
女
と
も
、
特
に
女
性
は
か
な
り
早
婚
だ
っ
た
。
②

結
婚
後
夫
の
親
の
家
に
同
居
し
た
。
③
結
婚
前
に
他
家
で
数
年
奉
公
を
す
る

習
慣
は
な
い
。
三
つ
の
規
則
は
密
接
に
結
び
付
き
、
結
婚
後
親
と
別
居
す
る

社
会
で
は
、
男
女
は
新
所
帯
用
の
必
要
資
金
を
奉
公
に
よ
っ
て
準
備
し
、
晩

婚
に
な
っ
た
。
一
方
、
親
と
の
同
居
が
一
般
的
な
場
合
は
、
奉
公
に
行
か
ず

に
早
く
結
婚
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
解
釈
上
の
枠
組
承
は
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
諸
国
に
関
し
て
は
有
効
で

あ
る
が
、
南
の
国
々
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ

。
ヘ
リ
ァ
半
島
で
は
、
結
婚
後
親
と
の
別
居
が
主
流
の
地
域
の
ほ
う
が
、
親
と

（
⑲
）

の
同
居
の
多
い
地
域
の
人
点
よ
り
も
早
婚
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
に

関
し
て
は
、
冒
旨
己
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
二
つ
の
家
族
形
成
シ
ス
テ
ム

の
他
に
さ
ら
に
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
。
一
八
、
九
世
紀
の
サ
ル
デ

ー
’
一
ャ
は
晩
婚
、
結
婚
前
の
奉
公
、
別
居
を
特
徴
と
す
る
第
一
の
形
態
が
支

（
卵
）

配
的
で
あ
っ
た
。
一
五
世
紀
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
農
村
は
第
二
の
形
態
の

好
例
で
あ
り
、
奉
公
せ
ず
、
早
婚
（
女
性
は
一
七
～
一
八
歳
、
男
性
は
二
四

歳
）
で
結
婚
後
同
居
し
、
多
核
家
族
を
形
成
し
た
。
付
け
加
え
る
べ
き
第
三

の
形
態
は
、
プ
ー
リ
ァ
と
シ
チ
リ
ア
で
数
世
紀
に
渡
っ
て
見
ら
れ
、
南
部
の

全
地
域
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
の
農
家
で
は
、
奉
公
せ
ず
、

（
調
）
（
副
）

女
性
は
早
婚
で
あ
っ
た
（
二
○
歳
以
前
）
が
、
結
婚
後
は
親
と
別
居
し
た
。

第
四
の
形
態
は
、
一
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
典
型
的
な
折
半
小
作
制
度
の
地

（
認
）

域
（
ト
ス
カ
ー
ナ
、
エ
ミ
リ
ア
、
マ
ル
ヶ
、
ウ
ン
プ
リ
ア
）
で
見
ら
れ
た
。

奉
公
の
習
慣
が
あ
り
、
女
性
が
晩
婚
で
あ
っ
た
（
二
四
’
五
歳
）
が
、
水
平
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凶
親
族
関
係

（
別
）

序
急
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
五
年
間
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
家

族
史
研
究
は
主
に
人
口
動
態
上
の
変
数
（
結
婚
年
齢
や
出
産
率
）
や
家
族
構

造
や
家
族
の
成
員
間
の
関
係
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
親
族
関
係
、
す
な
わ

ち
、
血
の
つ
な
が
り
や
愛
情
は
あ
る
が
生
活
は
共
に
し
な
い
人
々
の
関
係
に

（
弱
）

関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
こ
れ
は
親
族
関
係
の
研
究
史
料
は
取
り
扱
い
が
難

し
い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
イ

（
弱
）

ダ
リ
ア
の
歴
史
学
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
望
目
の
の
研
究
（
岳
弓
）
の
よ

う
に
他
の
国
左
で
発
表
さ
れ
た
研
究
は
、
親
族
関
係
を
あ
る
程
度
重
視
し
て

い
る
も
の
の
、
近
代
家
族
す
な
わ
ち
「
閉
鎖
的
核
家
族
」
は
共
同
体
や
親
族

（
別
）

的
多
核
家
族
の
形
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
研
究
の
成
果
は
、
よ
り
優
れ
た
解
釈
上
の
枠
組
承
を
作
る
上
で

も
、
他
国
の
事
例
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
上
で
も
役
に
立
つ
。
サ
ル
デ
ー
ニ

ャ
や
北
欧
の
諸
地
域
で
は
、
親
と
の
別
居
が
男
女
の
晩
婚
化
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
た
の
に
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
や
シ
チ
リ
ア
や
プ
ー
リ
ア
で
こ
れ
が
証
明

（
認
）

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
女
性
の
経
済
上
の
役
割
の
相
違
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
性
役
割
の
相
違
が
小
さ

く
、
女
性
も
新
所
帯
用
の
資
金
を
捻
出
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
た
所
で
は
、

女
性
の
晩
婚
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
南
伊
や
イ
妻
へ
リ
ア
半

島
の
よ
う
に
性
役
割
の
相
違
が
大
き
く
、
女
性
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
別
居
と
い
う
規
制
は
女
性
の
晩
婚
化
を
引
き
起
こ
さ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

関
係
と
の
間
に
明
確
な
境
界
線
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
結

論
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
目
①
を
は
じ
め
と
す
る
英
仏
の
研
究
は
、
上

層
の
人
左
を
対
象
に
す
る
の
承
で
下
層
の
人
々
に
関
す
る
親
族
関
係
は
全
く

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
イ
タ
リ
ア
で
の
興
味
深
い
成
果
の
一
つ
は
、
父

系
・
母
系
の
重
要
性
の
地
域
差
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

折
半
小
作
制
度
の
地
域
で
は
父
系
的
つ
な
が
り
が
主
流
で
あ
る
の
に
対
し
、

南
伊
や
サ
ル
デ
ー
’
一
ァ
で
は
母
系
的
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
。
Ｆ
急
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
差
は
土
地
の
相
続
条
件
の
相
違
に
ょ
っ

（
師
）

て
生
糸
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地

域
差
は
今
日
の
生
活
に
ま
で
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

西
欧
諸
国
で
は
、
夫
婦
双
方
の
親
戚
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
実
際
に
は
母
系
的
傾

向
が
強
い
。
そ
し
て
、
米
英
そ
の
他
で
目
立
つ
母
系
的
傾
向
は
、
産
業
化
や

（
記
）

都
市
化
の
過
程
で
復
活
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
の
乏
用
扇
①
『
（
ら
急
）
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
「
男
性
の
跡
取
り
と
し
て
の
役
割
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
核
家
族
と
夫
の
親
族
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
そ
れ
以
外
の
と
こ

ろ
で
は
妻
の
家
族
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
。
」
前
者
の
状
況
は
、
産
業
化
以

前
に
関
し
て
証
明
さ
れ
る
。
当
時
家
族
は
生
産
に
関
す
る
経
済
的
単
位
で
あ

り
、
息
子
は
農
園
や
商
店
、
農
業
労
働
や
手
工
業
を
父
か
ら
受
け
継
い
だ
。

産
業
化
は
経
済
活
動
に
お
け
る
父
か
ら
息
子
へ
の
継
承
の
系
譜
を
断
ち
き
り
、

父
系
的
つ
な
が
り
を
弱
め
た
が
、
家
庭
経
営
は
産
業
化
後
も
女
性
の
仕
事
で

あ
り
続
け
た
た
め
、
母
系
的
つ
な
が
り
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
た
と
い
う
。
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六
○
年
代
に
発
見
と
興
奮
の
中
で
行
わ
れ
た
家
族
史
の
新
た
な
一
般
化
は
、

研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
見
直
さ
れ
－
部
修
正
さ
れ
た
。
犀
三
〕
画
昌
と
穴
ｃ
『
肩
①
『

は
さ
ら
に
優
れ
た
理
論
的
枠
組
承
を
提
起
す
る
た
め
に
次
の
点
を
考
慮
す
る

し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
歴
史
研
究
と
社
会
学
研
究
に
よ
っ
て
、

産
業
化
し
た
す
べ
て
の
社
会
に
母
系
的
傾
向
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

事
実
が
示
さ
れ
、
産
業
化
が
父
系
か
ら
母
系
へ
の
移
行
を
促
し
た
と
い
う
理

（
弱
）

論
の
有
効
性
に
疑
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
雷
弓
警
ら
雷
）
。
例
え

ば
、
社
会
学
研
究
に
よ
っ
て
、
エ
ミ
リ
ァ
・
ロ
マ
ー
’
一
ャ
と
ヴ
ェ
ネ
ト
と
い

う
二
つ
の
産
業
化
し
た
地
域
で
今
日
な
お
父
系
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
し
、
歴
史
研
究
に
よ
っ
て
、
産
業
化
以
前
の
一
八
、
九
世
紀
の
サ

ル
デ
ー
’
一
ャ
や
南
伊
の
諸
地
域
で
、
親
族
関
係
は
共
系
的
ま
た
は
母
系
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
帥
）

イ
ギ
リ
ス
や
他
の
国
々
で
行
わ
れ
た
研
究
（
ミ
ュ
碆
扇
目
屋
監
）
に
よ
れ

ば
、
上
層
階
層
で
父
系
的
傾
向
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
人
々
の
間
で
は
共

系
的
な
シ
ス
テ
ム
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
産
業
化
が
父
系

制
か
ら
母
系
制
へ
の
移
行
を
促
進
し
た
と
い
う
命
題
は
適
切
で
は
な
い
。
産

業
化
以
前
に
も
親
族
関
係
は
本
質
的
に
は
父
系
的
で
な
か
っ
た
と
す
る
根
拠

は
不
完
全
な
が
ら
十
分
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
北
仏
の
あ
る
階
層
で
は
、
ア
メ

リ
カ
と
同
様
、
父
系
か
ら
母
系
へ
の
移
行
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
仮
説
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、
考
慮
す
べ
き
い
く
つ
か
の
点

必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
有
効
性

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
ま
ず
、
歴
史
上
の
大
変
化
と
個
々
人
の
生
活
に
起
き
た
変
化
の
間
に

あ
る
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
を
及
ば
せ
る
。
ま
た
、
雰
昊
こ
の
『
（
乞
忌
ゞ

（
凪
）

忌
誤
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
家
族
構
成
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
セ
ン
サ
ス

は
、
す
べ
て
の
人
が
同
じ
方
法
で
家
族
形
成
し
た
か
の
よ
う
な
状
況
を
示
す

こ
と
が
あ
る
が
、
実
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
様
左
な
時
期
に
あ
る
様
左
な
人

為
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
家

族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
一
時
期
だ
け
参
加
す
る
人
々
（
直
系
家
族
に
お
け

る
跡
取
り
以
外
の
子
ど
も
な
ど
）
に
も
目
を
向
け
さ
せ
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、

初
期
の
生
活
経
験
と
後
の
生
活
経
験
と
の
間
の
関
係
（
孤
児
の
経
験
と
結
婚
、

（
塊
）

配
偶
者
の
死
と
移
住
の
関
係
な
ど
）
に
関
す
る
研
究
も
促
進
さ
れ
る
。

人
口
学
的
な
力

家
族
生
活
は
人
口
学
的
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が

決
定
要
因
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
は
論
議
が
分
か
れ
る
。
社
会
学
者
房
ご

（
田
）

（
こ
＄
）
は
、
高
い
死
亡
率
の
下
で
は
三
世
代
が
一
時
期
で
も
一
緒
に
生
活

が
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
、
大
多
数
の
人
々
は
生
涯
の
大
部
分
を
核
家
族
で

（
“
）

暮
ら
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
冒
隠
一
＄
（
乞
雪
）
も
、
「
産
業
化
以
前
の
時
期

に
拡
大
家
族
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
。
彼
ら
の
理
論

の
基
本
に
あ
る
家
族
モ
デ
ル
は
三
世
代
直
系
家
族
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈

各
地
と
イ
タ
リ
ア
の
諸
地
域
に
は
、
息
子
が
そ
れ
ぞ
れ
妻
を
家
に
連
れ
て
来

る
こ
と
を
期
待
す
る
規
範
が
あ
っ
て
そ
れ
が
多
核
家
族
を
形
成
し
た
た
め
、
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（
碗
）

両
親
が
死
ん
で
も
核
家
族
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
人
口
学
的
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
文
化
的
規
範
や
経
済

的
要
因
も
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

文
化
の
役
割

家
族
生
活
は
、
文
化
的
規
範
（
結
婚
適
齢
期
、
結
婚
後
の
居
住
規
制
、
出

産
抑
制
の
方
法
、
新
生
児
遺
棄
な
ど
に
関
す
る
規
範
）
に
も
影
響
を
受
け
る
。

し
か
し
、
行
動
様
式
の
相
違
は
必
ず
し
も
文
化
的
規
範
の
相
違
に
よ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
一
共
同
体
で
独
身
女
性
が
多
い

の
は
、
結
婚
願
望
の
相
違
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
男
性
の
大
量
移
住
と
関

（
髄
）

係
が
あ
る
。
ま
た
、
家
庭
維
持
に
十
分
な
土
地
を
所
有
し
た
と
き
結
婚
で
き

る
と
す
る
規
範
が
あ
る
社
会
で
は
、
結
婚
年
齢
は
文
化
的
規
範
と
経
済
的
力

と
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
女
性
の
晩
婚
に
関
し

て
は
、
結
婚
後
の
別
居
と
い
う
居
住
規
制
に
伴
う
経
済
的
自
立
の
必
要
性
に

よ
る
と
通
常
説
明
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
論
に
従
え
ば
、
給
与
労
働
の
出
現

に
よ
っ
て
若
者
は
親
へ
の
経
済
的
依
存
か
ら
解
放
さ
れ
、
結
婚
の
低
年
齢
化

（
師
）
（
船
）

が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
六
コ
＆
堅
○
謡
巴
や
声
の
『
厨
閏
と

（
羽
）

言
彊
邑
（
ご
空
）
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
誕
生
な
ど
の
経
済
上
の
変

化
は
結
婚
年
齢
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
結
婚
年
齢

の
決
定
に
は
経
済
的
力
よ
り
も
文
化
的
規
範
の
方
が
影
響
力
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
エ
ミ
リ
ア
や
ト
ス
カ
ー
ナ
や
ウ

ン
プ
リ
ア
や
マ
ル
ヶ
地
方
に
お
い
て
、
折
半
小
作
人
は
多
核
家
族
が
多
く
、

肉
体
労
働
者
は
核
家
族
が
多
か
っ
た
の
は
、
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
説
明
さ

れ
う
る
が
、
複
合
家
族
が
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
よ
り
も
こ
の
地
域
の
労
働
者

に
多
い
と
い
う
事
実
は
、
文
化
的
要
因
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
文
化
的
相
違
は
長
い
時
間
を
か
け
て
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
る
と
急
速
に
は
変
化
し
な
い
性

質
を
も
つ
・

言
『
冨
昌
と
壽
『
頁
の
『
は
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
Ｆ
画
巴
の
再
詞
》
弓
二
、
。
｝
ミ
『
負
只
。
、
。
、
、
ミ
ミ
詮
ミ
画
房
さ
こ
》
《
厨

齢
言
隷
ミ
さ
言
員
苫
包
一
言
ｇ
ミ
ミ
ミ
扇
ご
『
誉
、
、
ｇ
ミ
、
ミ
鷺
皇
ゞ

一
二
《
］
○
屋
．
］
雲
一
○
｛
司
画
．
〕
堂
巨
函
厨
〔
。
『
国
》
》
』
わ
、
劃

（
２
）
津
○
国
の
ゞ
ｒ
，
、
ミ
ミ
こ
国
房
ざ
こ
き
き
、
こ
ぎ
画
、
．
ご
合
。
こ
『
目
一
三

一
邑
庁
の
『
・
一
の
○
一
℃
罫
二
四
『
再
国
一
め
庁
○
『
罠
》
》
』
＠
ｍ
」
．

（
３
）
弓
三
琶
○
》
、
ミ
ミ
ご
国
酎
さ
こ
ゞ
の
ｏ
ミ
ミ
国
冴
ご
ミ
ミ
ミ
の
。
ミ
ミ

○
号
員
罵
四
原
冒
《
］
○
厘
『
ロ
巴
呉
司
画
ヨ
》
ご
｛
出
の
ｇ
『
言
》
．
』
の
⑭
刃

〔
４
）
国
①
『
の
ロ
ｍ
Ｃ
室
．
．
》
へ
○
三
急
。
ミ
。
く
ら
亀
惹
ご
苫
、
重
邑
偏
言
Ｇ
ｏ
ａ
ａ
旦
○
雪
曾
尽
‐

。
Ｓ
罠
Ｐ
弓
胃
ヨ
Ｐ
乞
句
、
．

（
５
）
Ｆ
ご
』
Ｆ
》
旧
Ｑ
ｏ
ｏ
ミ
も
。
吻
討
ご
》
尽
包
里
肴
、
穏
二
ご
四
国
。
》
司
弓
の
邑
圃
の
》
』
④
》
餌

（
６
）
弓
幽
ョ
画
め
い
旨
ｚ
・
》
尉
負
、
ミ
ニ
廻
曽
一
冒
迂
ミ
ミ
誌
Ｓ
の
、
。
。
忌
包
、
ミ
ミ
。
‐

●

含
ニ
ミ
ｃ
Ｑ
ａ
、
ミ
ミ
。
め
。
い
ざ
ゞ
三
一
冨
邑
。
１
℃
胃
の
言
己
ｌ
ｚ
四
冒
二
》
乞
匡
．

（
７
）
画
『
四
国
昌
一
⑦
。
邑
Ｐ
丙
．
の
亀
叱
喧
一
吻
罠
室
員
亀
。
『
ゞ
画
旦
、
室
員
ら
こ
、
』
、
固
い
Ｓ
）
馬

●

ニ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
弓
ミ
ミ
室
ミ
ョ
》
画
ｃ
さ
唱
昌
ゞ
ご
宝
へ
画
里
さ
こ
ろ
三
・
．

●

●

為
局
Ｓ
、
９
，
国
冨
邑
、
亀
ご
》
・
買
豆
も
ミ
》
、
ミ
ミ
。
ミ
ミ
ミ
》
、
負
８
ミ
震
廻
》
ご
一
言
ら
》

●

ご
臼
一
三
曽
卿
○
二
喧
匡
ン
・
》
画
、
ミ
ご
ミ
ｓ
ミ
、
ご
Ｑ
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
尽
三
亀
亀
Ｓ
、
ミ
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ミ
ヘ
馬
吾
。
亘
の
、
草
倉
‐

膏
ミ
、
雪
亀
溥
亀
原
胄
、
夢
冒
号
冨
の
日
》
こ
の
騨
一
シ
ロ
ロ
ｏ
呉
四
の
国
巴
画
園
画
の
ｌ

〆
２
画
８
の
．
》
目
琴
い
め
。
ミ
ミ
ロ
ミ
８
四
、
亀
も
琴
篁
。
、
鼬
ミ
嘱
画
ミ
ミ
草
『
薑
‐

言
い
自
営
一
言
画
磑
ミ
Ｑ
§
三
ミ
ミ
之
署
馬
言
§
二
○
冒
冒
三
目
》
旨●

《
一
○
巨
国
］
巴
。
｛
甸
嘩
邑
卦
ご
露
一
煕
○
『
萱
》
．
」
＠
ｍ
＠
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（
妬
）
Ｑ
三
里
・
｝
、
ミ
画
ミ
ミ
》
ご
竜
事
ご
鰯
、
．
写
、
ミ
二
ミ
ミ
、
》
、
三
鴇
ゞ
旨
ｇ

き
き
。
、
馬
馬
ミ
〕
○
蚤
員
（
一
》
乞
窃
・
お
ｇ
弓
一
心
・
ゞ
記
。
ご
ａ
ご
ｂ
ご
ミ
心
８
．

画
冨
嗅
ミ
ミ
穐
酎
函
◎
山
や
四
コ
○
三
○
己
〕
乞
窒
．

（
卿
）
勺
三
三
房
【
》
、
ミ
怠
墓
叱
竪
吻
謹
苫
ミ
ミ
．
崔
電
房
ご
ｑ
○
両
ロ
ミ
ミ
Ｒ
ミ

ミ
自
尽
ご
』
の
胃
討
ご
》
全
ョ
耳
丘
鴨
》
ご
韻
．
お
ｇ
昂
ｒ
》
２
．
．
（
酔
全
）
．

（
岨
）
軍
国
旨
巴
］
．
》
同
一
ミ
。
己
冒
葛
哩
ミ
ロ
式
ご
Ｓ
鴇
、
ミ
ざ
ご
勗
雪
、
、
、
息
Ｑ
こ
ぎ
、
ゞ

旨
、
。
宮
ミ
ミ
さ
冨
曽
画
冴
一
Ｓ
篁
．
画
の
匡
国
ｅ
ロ
．
く
．
○
置
閉
の
ロ
．
回
・
の
、

園
蔚
扇
一
星
↓
宮
昌
目
ゞ
ら
爵
．
ご
ｇ
民
営
房
。
、
、
馬
ミ
ミ
ヘ
望
ミ
ミ

国
冒
勗
暮
。
ミ
、
。
ご
》
旨
欺
Ｓ
］
の
』
吻
吋
ミ
ゞ
旨
、
ミ
ミ
こ
、
ミ
ミ
吻
営
国
酎
‐

き
ご
。
厚
へ
§
言
．
２
．
》
岳
麗
》
（
鮮
麗
）
．

（
帆
）
元
。
乏
冨
邑
戸
》
之
息
Ｇ
曽
忌
§
烏
》
・
幹
ミ
臺
鼻
ミ
ミ
ミ
ミ
、
》
、
ミ
『
８
ゞ
旨

《
国
巳
苛
言
三
二
○
二
一
二
の
ヨ
。
ｍ
『
“
『
一
ゆ
め
言
○
ユ
○
四
》
》
」
＠
の
刃

（
別
）
○
ｇ
ｏ
ン
．
》
２
．
》
届
縄
．
（
群
詮
）

（
副
）
詞
の
寓
胃
巳
一
戸
．
旧
》
、
ｓ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
一
ｓ
．
旨
の
ご
》
、
曽
包
ミ
ご
浄
予

一
三
廻
冒
堂
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
‐
ｇ
ご
ゞ
皇
．
ご
謁
・
（
鮮
巴
．

（
艶
）
一
七
、
一
八
世
紀
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
は
、
一
五
，
’
一
九
歳
の
男

性
の
約
四
割
が
奉
公
を
し
て
い
た
。
ロ
２
９
シ
・
》
２
．
》
ご
雪
》
（
群
届
）
．

●

奉
公
に
関
し
て
は
、
他
の
事
例
も
あ
る
。
雪
昌
シ
・
》
の
ミ
ミ
。
旨
き
願

◆

旨
堕
ミ
冒
号
重
員
ご
竜
ミ
廻
冒
獣
ミ
ミ
苫
園
弓
弓
‐
こ
さ
》
皇
．
》
（
酔
巴

（
弱
）
雪
『
冨
警
三
》
の
童
。
》
ミ
ミ
ご
竜
ミ
§
さ
ミ
ミ
三
角
ご
ミ
廻
冒
き

●

畠
一
室
一
一
国
》
一
二
《
画
○
一
旨
言
一
二
○
（
毎
（
一
の
。
］
○
ぬ
『
雲
一
一
四
印
房
。
『
青
色
》
》
」
＠
ｍ
刃

（
別
）
』
為
三
○
・
．
、
ミ
ミ
嗅
冒
、
己
昌
愚
ミ
ミ
員
》
ご
ぬ
き
ご
昌
包
Ｑ
更
負
、
ミ
ミ
‐

逗
量
迂
ミ
ミ
ミ
畠
邑
Ｉ
こ
こ
》
号
・
ゞ
（
酔
巴
．

（
売
）
三
の
『
国
圏
『
ご
戸
》
弓
。
ぺ
、
画
．
ご
亀
ミ
ミ
ミ
負
、
ミ
ミ
ご
ミ
。
ミ
の
Ｓ
湯
ミ
侭
ミ
‐

●

ご
ｓ
曽
冒
ミ
ミ
（
的
ｇ
ｏ
患
丙
壹
ｌ
Ｈ
員
）
》
ご
弓
匡
の
ョ
．
勺
巴
鼠
凰
三
．
》

啓
ミ
震
ミ
ミ
青
ミ
ミ
ミ
ミ
や
言
、
薑
薯
的
言
閑
さ
》
旨
言
号
ョ
．

（
弱
）
聾
目
①
Ｆ
》
曽
言
、
ミ
ミ
ご
・
啓
詩
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
噌
営
同
誌
廻
ミ
ミ

●

門
ｍ
ｃ
ｃ
ｌ
Ｈ
ｍ
ｃ
ｏ
画
Ｐ
ｏ
ｐ
ユ
○
口
》
骨
の
司
剴

（
師
）
国
胃
ｇ
Ｅ
一
三
・
．
閏
輌
、
ミ
さ
ミ
ミ
ー
ミ
、
合
へ
里
ご
ミ
ー
ミ
．
ご
墓
一
営
只
負
‐

岨
ご
尽
き
画
一
ミ
忌
唇
ｌ
罰
Ｓ
》
ミ
電
ミ
》
旨
《
も
巳
厨
》
・
乞
巴
へ
Ｆ
四
三
の
且
○
盲

●

の
．
》
『
、
負
号
、
。
『
ご
旦
瓦
も
員
言
、
ミ
負
負
言
ぐ
ゐ
苫
負
。
》
旨
《
毛
○
一
厨
》
》
ら
窒
・
一

○
ｇ
ｏ
シ
・
》
ミ
ミ
ミ
ゞ
ご
廻
討
、
８
》
、
局
重
、
蔚
ミ
ミ
ミ
苛
己
言
馬
ミ
。
戴

冠
旨
の
国
寛
包
、
函
電
員
》
ご
《
も
巳
尉
》
軍
』
ぬ
や
一
．

（
認
）
嬰
曼
⑦
の
房
の
『
ロ
・
》
弓
ご
甸
灼
赤
寺
ｇ
ｏ
、
ご
ミ
震
旦
ご
ミ
冴
ミ
さ
葛
Ｓ
』
、
ミ
ミ
‐

鯛
Ｓ
局
、
画
ご
Ｓ
ミ
ー
の
。
忌
包
国
電
室
淳
冒
《
詞
匡
『
巴
の
。
ｇ
巳
○
ぬ
言
》
》
』
＠
つ
。

（
弱
）
国
鍾
「
冨
哩
一
三
・
》
ト
雪
鳥
三
号
自
尽
ミ
ミ
員
》
ヨ
《
冒
一
厨
》
ゞ
乞
匿
．

（
帥
）
三
『
億
三
の
。
己
【
・
穴
雪
き
ざ
雪
Ｓ
竜
圃
葛
廻
冴
琴
く
ミ
損
蔚
〕
ご
耐
国
電
且

民
営
き
ざ
ミ
ミ
忌
忌
ｌ
こ
こ
原
画
２
３
三
ヵ
．
蟹
三
戸
の
ど
ゴ
耳
冨
帰
ゞ

』
＠
ｍ
、
一
・

（
Ⅲ
）
画
の
癸
己
の
『
ｒ
・
弓
善
、
の
ざ
ミ
、
ミ
ミ
こ
Ｓ
ミ
き
い
ロ
ミ
ミ
。
ご
》
馬
ミ

○
胃
奇
。
、
悪
い
、
Ｑ
負
い
ロ
ミ
国
冒
へ
馬
琴
ｏ
ミ
“
』
葛
固
縁
四
ミ
鳥
ミ
琴
’
○
ｓ
〒

ご
ミ
ビ
』
蓑
望
ミ
ミ
》
Ｑ
韓
国
ミ
も
き
》
旨
《
シ
ョ
①
国
８
二
一
鹿
異
。
『
言
巴
詞
の
ａ
①
雪
》
〉

●

ら
己
．
弓
言
口
馬
ミ
ミ
ミ
雪
へ
馬
具
ｏ
§
望
勗
ロ
ミ
国
百
、
一
言

国
酎
さ
蔓
。
ミ
』
》
ミ
ロ
の
爵
。
、
、
負
ミ
《
こ
め
ど
、
ミ
ミ
ミ
、
、
》
ご
合
ｃ
屋
『
二
巴
三

一
呂
晨
①
『
・
厨
９
つ
辱
邑
四
『
言
国
』
印
行
。
『
琶
》
》
』
の
司
創

（
他
）
六
ｇ
ｇ
ｇ
ロ
．
一
．
》
』
ド
ミ
、
○
．
ミ
馬
』
ご
ざ
亀
暮
さ
○
ミ
図
ミ
§
Ｒ
｝
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言
、
ミ
ミ
ご
詞
ミ
ミ
ミ
厨
雪
国
寺
ｇ
ミ
馬
、
ミ
号
胃
迂
鳥
向
の
二
国

民
ロ
．
六
国
肩
貝
〕
○
白
昌
の
ｇ
言
巨
》
ご
霊
・
お
胃
胃
Ｑ
５
ｏ
ｅ
ｏ
屋
国
含
）
》
園
ｇ

Ｑ
Ｇ
ｏ
、
の
。
こ
い
重
負
己
廷
負
画
○
さ
ぬ
ご
Ｐ
』
＠
ｍ
・

（
閃
）
Ｆ
①
く
く
ご
・
》
塵
包
恩
討
。
、
尋
。
』
》
昌
置
重
吻
。
、
、
ミ
ミ
ご
望
べ
謹
旦
ミ
、
、
、

勺
『
一
二
○
①
｛
ｇ
〕
》
』
の
②
画

（
仇
）
詞
こ
い
巴
＄
の
．
》
、
ミ
ミ
ｏ
苫
ｍ
Ｑ
ａ
ｏ
ミ
ミ
胃
迂
Ｓ
局
ゞ
乏
厨
８
邑
望
。
》
］
謁
刃

●

、
ミ
ミ
ご
ｂ
Ｑ
ミ
。
ぬ
く
画
も
吾
些
亀
苫
包
、
ミ
ミ
ご
国
冴
さ
こ
．
ご
《
三
の
ｇ
『
片
巴

三
ｇ
言
号
》
ゞ
ご
雲
．

（
開
）
六
の
『
肩
の
『
ロ
》
弓
ご
Ｑ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ご
詞
、
昌
亀
言
具
ヨ
舎
○
員
邑
己
三

句
四
コ
卦
一
冨
軍
厨
房
。
『
宮
》
・
］
つ
の
雲
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ご
詞
、
昌
亀
言
具
ヨ
《
さ
員
邑
己
三

（
開
）
六
コ
且
巴
一
・
》

》
、
苛
包
叱
駁
」
＠
ｍ
ｍ

（
師
）
三
の
量
⑦
一
の
詞
》
、
き
ざ
ミ
ミ
一
風
ミ
ミ
厨
ミ
さ
ご
・
ヨ
《
さ
亘
ョ
巳
９
両
８
二
○

昌
言
三
の
ｇ
暑
》
．
ｓ
己
二
三
＆
言
一
《
国
々
ら
壁
舌
Ｌ
①
く
旨
の
ロ
・
》
、
ミ
ミ
ご

弓
。
ご
》
昌
迂
Ｓ
含
ミ
亀
葛
津
嫡
⑦
。
、
之
舅
鳥
ミ
○
国
宣
言
ど
の
ミ
ゞ
ｚ
Ｃ
乏

、
。
ご
嵩
ミ
さ
葛

（
㈹
）
国
『
ｇ
巴
一
○
》
雪
辱
墓
ミ
寺
。
寺
患
も
、
ミ
、
》
こ
ぎ
ミ
ら
署
ご
弓
。
雪
ざ
薑
》
勺
『
ヨ
４
８

巨
。
『
家
』
の
司
司

目
〈
邑
○
Ｑ
①
一
一
↑

言
（
）
一
二
』
の
、
つ

ｂ
§
８
℃
負
号
ミ
。
画
呈
亀
貝
。
寒
き
三
。
、
邑
里
］
の
畠
ミ
‐

（
甲
子
園
短
期
大
学
・
教
育
学
、
教
育
史
）
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